
氏名 角谷　常子

学部担当科目

・東洋史特殊講義
・東洋史史料実習
・東洋史概論
・史学研究法
・東洋史講読Ⅰ・Ⅱ
・東洋史演習Ⅰ・Ⅱ

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・国際文化財史料学特殊講義Ⅰ・Ⅱ
・国際文化財史料学演習Ⅹ・１Ⅹ

授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

東洋史研究会、史学研究会、日本秦漢史学会、木簡学会、東方学会

中国古代社会史

史学科の特色でもある実物教育に力を入れている。またできるだけ現代社会との関係を
イメージできるよう、心がけている。

ＪＡＳＳクラブにて年４回中国史の講座を担当。
日本秦漢史学会副会長、「古代文化」誌編集委員、史学研究会役員、木簡学会役員、
中国政府留学生審査委員、東京外国語大学特別企画の史料講読研修「中国古代文書簡
牘」における講師

京都大学大学院文学研究科

博士（文学）

中国古代史

最終学歴

　【研究上の特記事項】

科学研究費基盤研究（Ａ）「文字文化からみた東アジア社会の比較研究」（代表者）、
大阪産業大学における古算書研究会主催『九章算術』講読会、新潟大学關尾史郎氏主催
の漢魏晋の研究会、京都大学人文科学研究所における岳麓書院臧秦漢講読会、東京外国
語大学ＡＡ研究所主催の秦漢簡牘講読会における研究活動に参加している。代表科研で
は、ベトナムにおける調査を行った。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

人事委員、史学科会計

大学院博士後期課程
担当科目

・国際史料学特殊研究Ⅰ・Ⅱ

通信教育部担当科目 ・東洋史概論
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